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緒 言

 3次 元DLT法 は, スポーツにおける動作をは

じめ人間のさま1ざまな動作を対象に, 例えば, そ

の速度, 移動距離, 角度, 加速度, 軌跡など多 く

の観点か ら解析 し, それぞれの動作の物理的特性

を浮 き彫 りにする。このように動作解析には多 く

の観点があるが, 舞踊運動を解析の対象とする場

合, どのような観点か らの解析が, 舞踊運動の特

質を浮き彫 りにするのだろうか。

 本研究は, 3次 元DLT法 を用いて舞踊運動 を

解析する際の観点を導出し, その観点から 「楽し

い」「悲しい」「怒 り」を内包する舞踊運動の動作

解析を行い, それぞれの舞踊運動の動作特性を明

らかにすることが目的である。

分析対象の舞踊運動

 分析の対象とした舞踊運動は以下の9つ とした。

 ◇ 「楽 しい」原型

 ◇ 「楽 しい」の原型からの 「怒 り」のvariation

 ◇ 「楽しい」の原型からの 「悲 しい」のvariation

 ◇ 「怒 り」原型

 ◇ 「怒 り」の原型からの 「楽しい」のvariation

 ◇ 「怒 り」の原型からの 「悲しい」のvariation

 ◇ 「悲 しい」原型

 ◇ 「悲 しい」の原型からの 「怒 り」のvariation

 ◇ 「悲しい」の原型からの 「楽 しい」のvariation

 原型か らのvariationは, 舞踊家が以下の条件の

下に, 自身の体感により創 った。

 条生L: 原型の核 となる動きの特性は保つ。

 条住Z: 変化させる運動の核 を際立たせる。

 これら9種 類の舞踊運動を同期された4台 のビ

デオカメラを用いて撮影 ・収録 した。そして, 得

られた映像か ら3次 元DLT法 により, 各舞踊運動

における動作分析 を行った。

 各舞踊運動について身体25箇 所の測定点をデジ

タイズし(阿 江, 1996), 身体各部位および身体

重心の座標, さらにそれら測定点についての移動

距離や速度の時間変化などを得た。

舞踊運動の主観的分析 と仮説

 9つ の舞踊運動をビデオ映像で詳細に観察 し, 

舞踊運動の特性を抽出するための物理的なパラメ
ーターについて検討 した。その結果, 舞踊運動の

特性 を抽出するための物理的なパラメーターは, 

身体各部位の高さの時間変化である, との仮説を

導出するに至った。

9つ の舞踊運動の3次 元動作解析(仮 説の検証)

 舞踊家は, variationのための共通な方法として, 

デザイン(空 間性)の 特徴を保ちつつ, 時間性 ・

流れ(ダ イナミクス)の 性質を変化 させている。

 例えば, 図1の ように 「悲 しい」の2つ の

variationの運動時間は原型 とも異なっている。ま

た, 高 さの時間変化は, 大まかな推移を見ると, 

いずれも原型のものとよく対応 しているが, 対応

している局面に限定してみると同様の時間変化に

はなっていない。さらに, 頭や手先の速度を見る

と,「 怒 り」 のvariationよ りも 「楽 しい」の

variationが広範囲の速度で構成 されていることが

わかる。

 このような特徴は,「楽 しい」や 「怒 り」の原

型及びvariationに同様に認められた。すなわち, 

「悲 しい」の特徴は運動時間が長 く変化がゆっく

りであること,「楽しい」の特徴 は高 さの時間的

変化が小刻みに繰 り返 されること,「怒 り」の特

徴は高さの時間変化が小刻みで急激であることが

わかった。

図1「 悲 しい」の原型 とvariationにおける高 さの変化

図2 身体各部位の鉛直速度(各舞踊運動全体に占める割合)
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